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官公庁・学校等 

法務省 鉾田市役所 

公正取引委員会 常総市役所 

東北財務局 茨城町役場 

関東信越国税局 東海村役場 

関東管区警察局 美浦村役場 

陸上自衛隊幹部候補生学校 日立市消防署 

水戸刑務所 青森市役所 

東京都 東松島市役所 

茨城県 郡山市役所 

栃木県 宇都宮市役所 

群馬県 小山市役所 

神奈川県 渋川市役所 

和歌山県 成田市役所 

長崎県 川崎市役所 

水戸市役所 相模原市役所 

日立市役所 甲州市役所

常陸大宮市役所 安中市役所

小美玉市役所 那覇市役所

笠間市役所 鏡石町役場

桜川市役所 川内町役場

つくば市役所 群馬県消防署

つくばみらい市役所 茨城県（教員）

ひたちなか市役所

民間・その他 

ゆうちょ銀行 南国殖産 

常陽銀行 太田物産 

水戸信用金庫 茨城スバル自動車 

茨城県信用組合 茨城トヨタ自動車 

筑波銀行 茨城トヨペット 

水戸証券 茨城ダイハツ 

ＪＡバンク茨城県信連 ホンダカーズ茨城

青森銀行 ホンダ茨城南

銚子信用金庫 栃木トヨタ 

農林中央金庫 カーテン・じゅうたん王国

東日本銀行 カスミ

みちのく銀行 カワチ薬品

横浜銀行 ケーズホールディングス

岩手銀行 しまむら

群馬銀行 ジャパネットたかた

山梨中央銀行 セイミヤ

足利銀行 セブンイレブンジャパン

中央労働金庫 ヨドバシカメラ

長野県信用組合 吉田石油 

東日本銀行 大塚商会 

東洋証券 長井理研 

八十二銀行 東京インテリア家具 

北陸銀行 良品計画 

茨城セキスイハイム 和真 
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ＮＥＣファシリティーズ かんぽ生命 

一条工務店 茨城県国民健康保険団体連合会 

ウンノハウス 東京海上日動火災 

戸田建設 日本コープ共済生活協同組合連合会 

トヨタホーム北関東 住友生命 

ノーブルホーム 第一生命 

須藤本家 一誠商事 

ジャパンミート センチュリーホーム

伊藤製パン 住友不動産リフォーム 

筑波乳業 アイワ不動産

エクスプラス トヨタレンタリース茨城

丸善石油化学 アクティオ

アクセア ＤＬＥ 

三恒 ソウルドアウト

トッキョ 茨城県住宅管理センター 

芝浦シャリング アクティブアンドカンパニー

アワタ アサイン

トーアエイヨー アビームコンサルティング

キャノン化成 ナチュラルガーデン

NOK トラストネットワーク

八紘電子 クリーク・アンド・リバー社

ミズノ セントケアホールディング

ＨＡＬＴＯＮ 人材開発 

武井工業所 ＩＳＴコンサルティング 

トータルシステムデザイン 星野リゾート 

日立ハイテクマンファクチャ＆サービス SUI INTERNATIONAL 

再春館製薬所 プリンスホテル 

エネサンス関東 メルパルク・簡保の宿

橋本産業 阪急交通社 

エレックさくら うかい烏山 

ミツウロコ 長寿荘 

東日本放送 楽天野球団 

トッパンシステムソリューションズ ジャパンウェイブ 

イマジカデジタルスケープ 近畿日本ツーリスト 

茨城計算センター エス・ティー・ワールド

ＪＭＡＳ 通機

ジャパンテクニカルソフトウェア ダイナム

日宣メディックス イーブレイン

トランスコスモス 臨海セミナー 

日立情報制御ソリューションズ 幸福外語 

極東電視台 ベスト学院 

クロス・マーケティング サマデイグループ

日立ソリューションズ・ビジネス 茨進 

サントリーシステムテクノロジー 進研アド 

サンリキュール 教員 

ＮＥＣソフト ＩＭＳグループ（板橋中央総合病院ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

エジソン 三气 

鉄道情報システム 茨城県厚生農業協同組合連合会 

東日本旅客鉄道 日本赤十字社茨城県支部 

関東鉄道 公益財団法人茨城県総合検診協会 

ジェーワークプライド 医療法人社団常仁会牛久愛和総合病院 

ヒューテックノオリン 社会福祉法人とちぎ健康福祉協会 
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月島倉庫 社会福祉法人勇成会 

日本デイリーネット 社会福祉法人清和園セイワ美浜 

郵船ロジスティクス あいリレー 

日新 社会福祉法人たまりメモリーホーム 

東鉱商事 日本年金機構 

ＮＡＩＧＡＩ ロイヤルハウス石岡

日本アクセス 茨城中央農業協同組合 

茨城いすず自動車 日本郵便 

丸紅プラックス ＪＡ水戸常澄営農資料センター 

兼松ペトロ ＪＡ全農茨城県本部 

クローバー 秋田ふるさと農業協同組合 

小泉 茨城弘報 

キョーリン ビー・クス 

丸文 青南商事 

フカサワ ＪＴＢ首都圏 

友和

主な進学先 

茨城大学大学院 筑波大学大学院 

京都大学大学院 一橋大学法科大学院 

（出典：茨城大学人文学部ホームページ） 
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Ⅶ  資 料

１．茨城大学教育学部の理念、教育研究上の目的、人材養成上の目的、各種ポ

リシーについて

(1)茨城大学教育学部・教育学研究科の理念

人と人、知と知をつなぎ、人類の文化を継承発展させる教育という営みを、地域に根ざ

しつつ、国際的な視野と豊かな知性にもとづき幅広く進展させ、幸福な未来の社会の実現

に貢献する。

(2)茨城大学教育学部の教育研究上の目的

教育上の目的

・幅広い知識と豊かな感性を備え、人間性の向上を目指し、教育上の諸課題を解決する

ために学び続ける、実践力ある教員を養成すること

・現代の多様な社会的課題を理解し、解決することに貢献できる、実践力ある幅広い分

野の教育的人材を育成すること

研究上の目的	

・教育文化に関わる人間・社会・自然の幅広い領域において学問知の発展に貢献するこ

と

・現代の多様な教育的・社会的課題を理論的に解明し、解決に資する実践的な知見を得

ること

(3)茨城大学教育学部のアドミッション・ポリシー

教育学部では次のような人（学生）を求めています。

・人間・社会・自然についての知的探求心をもち、教員をはじめ広く教育に関わりの

ある仕事を志し、学びつづける意欲と豊かな感性をもった人

・人間形成と社会・文化・自然についての専門的な知識を習得し、論理的思考力と実

践的力量と自己表現能力を高め、教育と人間の諸課題に積極的に取り組もうとする人

・人と人をつなぐ調和のとれた素養と教育的な専門性を備えた職業人として、子どもの

成長と豊かな教育文化の創造的発展に寄与しようと努力する人

(4)茨城大学教育学部の人材養成上の目的及びカリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリ

シー 

学校教育教員養成課程の「人材養成上の目的」	

		学校教育教員養成課程は次のような能力をもった教員を養成することを目的とする。	

・子どもたちが生きる喜びを持てるように、発達段階や特性に応じてしっかりと児童・

生徒に向き合い、十分にコミュニケーションし、指導・援助することができる。

・子どもたちが学ぶ意欲を持てるように、教科内容と指導法についての基礎的な知識・

能力を持ち、個々の児童・生徒、学校の実情に合わせて充実した教科指導をすること

ができる。

・子どもたちを学校全体で育てていけるように、学校教育に関する理解とマネジメント

能力をもち、教員同士で協力し、地域社会と連携して、組織的に教育活動を行うこと

ができる。

　↓	

「カリキュラム・ポリシー」	

学校教育教員養成課程では以下の方針に従ってカリキュラムを構成する。	

①学校教育の意義と学校という組織の特徴・機能について教育実践上の意味を理解さ

せ、他の教員および地域社会と協力して活動できる力を身に付けさせる。

P.1
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②児童・生徒との関係・コミュニケーションに関する基礎知識と児童・生徒を援助す

るための具体的な対応策を理解させ、実践できる力を身に付けさせる。

③教科内容についての十分な基礎的理解を持たせると共に、自らその理解を深めてい

く力を身に付けさせる。

④教科内容の教材化、児童・生徒に合わせた教科指導の基礎的な方法を習得させ、実

践の中でさらに展開できる力を身に付けさせる。

⑤現代社会の諸課題を教育という視点から理解し、その解決をめざす思考力と実践力

を身に付けさせる。

　↓	

「ディプロマ・ポリシー」	

学校教育教員養成課程では以下が認められる場合、卒業を認定し学位（学士）を授与

する。	

・学校において教育実践を行える知識・技能を身に付け、必要な判断力と協調性を有

している。

・児童・生徒に対する教科指導に必要な基礎的な教科内容理解と指導力を有している。	

・社会人として活動できる人間性と基本的なコミュニケーション能力を有している。

養護教諭養成課程の「人材養成上の目的」	

		養護教諭養成課程は次のような能力をもった教員を養成することを目的とする。	

・児童・生徒の心身の健康に関する基礎的な知識をもち、その視点から児童・生徒の状

況を的確に把握するとともに、共感をもって対応できる。

・児童・生徒の心身に関わる現代的課題を理解し、他の教員や保護者あるいは関係諸機

関と連携して対応できる。

　↓	

「カリキュラム・ポリシー」	

養護教諭養成課程では以下の方針に従ってカリキュラムを構成する。

・教員である養護教諭にとって必要な学校教育（教職）に関する基礎知識および技能を

身に付けさせる。

・養護教諭に必要な養護学・基礎医学・臨床医学・看護学・衛生学および公衆衛生学・

栄養学・健康相談活動などの専門的知識および技術、判断力を身に付けさせる。

・学校おける養護教諭の役割を理解させ、「子どもの心と体の健康と守り育て、発達を

支援する」ための実践能力、組織活動をマネジメントする力を身に付けさせる。

・援助が必要な児童・生徒に対して、担任や保護者・関係機関と連絡をとりながら、適

切なケア・健康相談活動・教育への支援を行うことができる能力を身に付けさせる。 
　↓	

「ディプロマ・ポリシー」	

養護教諭養成課程では以下が認められる場合、卒業を認定し学位（学士）を授与する。 
・教員としての基礎的資質および能力を有している。

・養護教諭としての専門的知識および技術を習得し、必要な判断力と指導力を有してい

る。

・社会人として活動できる人間性と倫理観を備え、基本的なコミュニケーション能力と

マネジメント力を有している。

情報文化課程の「人材養成上の目的」	

		情報文化課程（現）は次のような人材を育成することを目的とする。	

・情報化が私たちの社会や生活・文化にもたらした変化を総合的・多角的に究明し、

新たな情報文化を創造し、担っていくことができる。

・情報社会・情報文化に関わる複数の専門領域をコーディネートして、社会で活動す

ることができる。

↓	
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「カリキュラム・ポリシー」	

情報文化課程では以下の方針に従ってカリキュラムを構成する。	

・情報文化の理念、基礎的なメディアリテラシーや情報倫理、基礎的な情報処理等、

課程全体に共通する基本的知識・技術・技能を課程内の全学生に定着させるための

科目群をおく。

・社会文化、生活デザイン、アート文化に関わる各コースの専門科目群は、他コース

に所属する学生も履修可能として、複合的領域で活動するための視点を身につけさ

せる。

・「集団による活動」「具体的なテーマ設定」「成果の発表」という基本方針をもつ

プロジェクト科目を設定して、実践力を養成する。

↓	

「ディプロマ・ポリシー」	

情報文化課程では以下が認められる場合、卒業を認定し学位（学士）を授与する。	

・情報化された社会において文化的活動が行える基礎的知識・技能を有している。

・情報社会・情報文化に関わる複合的領域で活動するための視点と実践力を有してい

る。

・社会人として活動できる人間性と基本的なコミュニケーション能力を有している。

人間環境教育課程の「人材養成上の目的」	

		人間環境教育課程は次のような人材を育成することを目的とする。	

・環境、スポーツ、健康、心理に関わる現代社会の課題を理解し、解決するための専門

分野の基礎的な知識・技能を身に付けている。

・専門的な知識・技能を社会の中で活かすための「専門家と一般人をつなぐ働き」がで

きる。

　↓	

「カリキュラム・ポリシー」	

人間環境教育課程では以下の方針に従ってカリキュラムを構成する。	

・課程共通に，現代社会や人間について幅広く理解するための科目群と、知識・技能

の伝達・普及についての理論や実践を学ぶ科目群をおいて、社会中での知識・技能

の活用力を育てる。

・環境、スポーツ、健康、心理に関わる各コースの専門科目群では、各分野の専門的

な知識や技術を身につけるさせると共に、現代社会の課題へ対処する力を育てる。

　↓	

「ディプロマ・ポリシー」	

人間環境教育課程では以下が認められる場合、卒業を認定し学位（学士）を授与する。	

・環境、スポーツ、健康、心理に関わる専門分野の基礎的な知識・技能を有している。	

・専門的な知識・技能を社会の中で活かすための社会理解と基礎的な実践力を有して

いる。

・社会人として活動できる人間性と基本的なコミュニケーション能力を有している。

２．教育実習

(1)教育実習とは

教育実習とは、大学在学中に一定期間継続的に幼稚園・小学校・中学校・高等学校、及

び特別支援学校等での教育場面に触れ、教師や子どもが行う教育の実際を観察し、様々な

教員としての職務に参加し、教材研究をして授業を実施する（あるいは指導計画を作成し

授業以外の諸活動を行う）授業科目である。具体的な目的は以下の通り。

①大学での講義や、書物で学んだ教育理論の実際の教育場面への適用を試みること。

②教育活動の実際に触れ、その全般について体験的に理解を深め、教育の本質を体得す

ること。
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大 学 院 (教育学研究科教科教育専攻数学教育専修)

４ 年 次

卒 業 研 究

(学士論文等の作成)

☆ 教 職 実 践 演 習 ☆

３年次

教 育 実 習

算数科教育法特講Ⅱ 数学科教育法研究Ⅱ

教 数学科教育法演習Ⅰ

育 いずれも、実地指導 + 担当教員 数学科教育法研究Ⅰ

の (数 学 )総 合 演 習

実 注）※

践 代数Ｃ ,Ｄ 幾何Ｃ ,Ｄ 解析Ｃ ,Ｄ 確率･統計

的 ４次方程式の解法、ガロア理論 曲線、曲面の曲率を測る 関数空間、ベクトル解析

理

２年次 解

｜を 算数科教育法研究 (A） 算数科教育法研究（ B）

学深 非常勤講師 + 担当教員 担当教員

習め

カる

ル

テ

｜ 代数Ａ ,Ｂ 幾何Ａ ,Ｂ 解析Ａ ,Ｂ コンピュータ概論

代 数 学 の 基 礎 （ 群 、 環 、 体 の 理 論 ） 曲 面 の オ イ ラ ー 数 、 位 相 空 間 論 多 変 数 関 数 の 微 分 、 重 積 分

１ 年 次

代数の基礎 I , II 幾何の基礎 I , II 解析の基礎 I , II

行列、ベクトル空間など線形代数の基礎 集合・論理と初等幾何学 微分積分学の基礎

科目区分

代数学 幾何学 解析学 コンピュータ/ 確率・統計

注）※ これまでの「総合演習」は、平成２２年度から「教育実践演習」として新入生に実施さ

れることになる。

教育実習

数 学
（代数、幾何、解析 etc.,）

初等中等
数学科教育

数 学 教 育
数学教育史、学校数学、目標論、指導法、評価
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（注）左右に空白（２５mm～３０mm）を空けてください。 

茨城大学工学部 ○○工学科 平成２７年度前期 学科教育点検報告書（フォーマット） 

平成２７年  月 △△日 ←報告書作成日 

報告者 ○○工学科 学科長 ×× △△

↑報告書は学科と専攻で別々に作成する．専攻の場合は工学部○○工学科を大学院理工学

研究科□□専攻に、学科を専攻に、学科長を専攻長に変更して作成してください。

１．実施日時と場所 

平成××年○○月△△日（月）14:00～17:30 ○○会議室  
↑複数回に分けて実施した場合には，全ての実施日時を記載する．

２．出席者 

常勤教員：○○，△△，．．．（全常勤教員○○名のうちの××名が出席）

（常勤教員のうちの欠席者：××，××，．．．）

非常勤教員：○○，△△，．．．

技術職員，教務職員：○○，△△，．．．

↑常勤教員については，欠席者の氏名を明記すること．先にお知らせしましたように非常

勤講師の参加旅費が用意されています．複数回に分けて実施した場合には，それぞれにつ

いて出席者を別々に記載する．

３．添付資料 

資料１ 会議議事録 ←議事録は必ず添付する．

資料２～×× 配布資料 ←当日配布された資料のうち公開可能なものは添付する．

４．授業点検の実際 

４．１ アンケート実施状況 

点検評価に先立って実施した，授業アンケートの回収状況は以下のとおり． 

常勤教員担当科目分：  ○○科目／常勤教員担当科目総数×× 

非常勤教員担当科目分：  △△科目／非常勤教員担当科目総数□□ 

↑アンケートの実施状況を，常勤教員の担当科目と非常勤教員の担当科目について分けて

記載する。またアンケートに馴染まない科目は授業アンケート回収率の計算から除外する． 

ただし、除外した理由を添えること. 

別添資料１　工学部学科教育点検報告書の書式
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４．２ 点検した科目 

線形代数Ⅰ，線形代数Ⅱ，応用数学，．．． （前期に開講した専門科目の総数○○科目中の

××パーセント）

↑会議当日に点検を行った科目名を全て明記すること．また開講された専門科目の総数を

記し，点検した科目が全体の何パーセントにあたるか記載する．

４．３ 具体的な点検方法 

・ 各科目について，担当教員が授業のあらましをシラバスに基づいて紹介し，その後学生

アンケートでの指摘点を中心に授業方法の優れている点，改善すべき点について○○分

程度自己評価を行った．

・ 線形代数と応用数学については，今年度は新しい授業法を試みたことから，独自アンケ

ートに基づく解析を行った．（資料○○参照のこと）

・ ○○実験では，処理中に問題に遭遇した学生を支援するために，○名のＴＡを××のよ

うに活用している．

・ ○○工学の授業では，レポートの採点にＴＡを活用している．その結果，従来よりも多

くの回数のレポート実施と，レポートへの詳細なコメント付記が可能となり，学生の理

解度が向上した．

↑点検評価の方法について具体的に説明すること．特徴的な点検評価を行った場合には，

必要に応じて添付資料を参照しつつ，その方法を詳しく述べること．点検評価の際には，

以下の点に注意する．

・ 学科の教育目標におけるその科目の位置づけを必ず確認する．

・ 授業アンケートなどの意見を重視することで，担当教員だけによる自己満足的な評価に

ならないように注意する．

・ ＴＡを利用している授業の場合には，ＴＡ利用の実際やその効果について具体的に記載

する．

４．４ （専攻の点検報告書のみ）特別実験，特別演習等の実施状況など 

本専攻では，以下の特別実験・演習を大学院の必修科目として実施している．その具体的

な実施状況は以下の通りである．

（１）○○工学特別実験

実施の状況：本実験では，学生が修士論文の研究で必要となる装置やソフトウェア作成を

行う．

実施の証拠とその保存状況：実験実施の事実を証明するものとして，学生が作成した実験

装置やソフトウェアの動作を説明する資料を作成し，研究指導教員に提出することになっ
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ている．

成績評価の方法：各指導教員は，提出された資料に基づいて装置やソフトウェアの動作を

確認し，その内容に応じて成績評価を行う．

（２）○○工学特別演習）

実施の状況：本演習では，学生が修士論文の研究の途中経過をまとめ，それを中間発表会

で分かりやすく報告することになっている．

実施の証拠とその保存状況：中間発表会のために学生が作成したレジメ（Ａ４判両面１枚）

を専攻長が取りまとめて保存している．

成績評価の方法：中間発表会において，各学生の発表内容を教員が１０点満点で採点し，

その平均点に基づいて成績評価を行う．

↑各科目の実施状況，実施の証拠とその保存状況，成績評価の方法について，具体的に記

載してください．今回は現状調査ですので，実施状況をそのまま記載ください．

５．点検評価の結果 

５．１ 昨年度の点検評価で出された改善策のフォーローアップ 

↑昨年度の改善すべき問題点とその改善策の中で２，３の特記すべき項目についてその効

果を記入してください．

５．２ 今回の授業方法で優れている点 

・ ○○工学入門では，授業の最後に毎回小テストを実施し，その解答を授業中に行うこと

で，受講生が授業の理解度を自分で確認できるように配慮している．

↑優れた授業方法が実践されている場合には，それを明記すること．

５．３ 今回の授業方法で改善すべき点 

・ ○○工学の授業では，授業アンケートにおいて，「パワーポイントの資料が見難く，ペ

ージの送りが早すぎるため，内容が理解できない」という指摘が多数あった．同様の意

見は××工学や△△工学の授業アンケートにも見られる．

↑改善すべき問題点が指摘された場合には，それを明記する．

６．教育改善活動 

会議中に抽出された問題点について，その改善方法を議論したところ，以下のような意見

があった．

・ パワーポイントを活用した授業では，○○に配慮して資料を作成することで，学生の理

解度を高めることができる．

↑問題点の抽出だけでなく，その改善方法についても議論し上記５．３で指摘された問題
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点のそれぞれについて改善策を検討する。なお、容易には解決できない問題は，議論の場

を設けるにとどめ，この報告書に改善法が記載されていなくてもよい．予定していた別の

教育改善活動を実施した場合には，その内容を記載してもよい．

７．報告書の開示 

この報告書と同じ内容の書類を学科事務室に備え，学科の全教員が自由に閲覧できるよう

にした．

↑報告書の開示方法を明記すること．

８．その他 

↑教育点検評価のあり方などについて自由に意見を記載する．
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教育改善委員会における学科教育点検報告の点検票 

対象学科名：  

点検者氏名： 

点検報告日： 年  月  日 

NO. 点検項目 点検内容 点検結果及び指摘事項 

1 実 施 ・ 点

検・報告 

1)学科で点検評価会議を開催し、授

業および教育点検を実施し、報告が

なされたか？ 

2)必要な証拠資料は添付されている

か？ 

会議開催日時 

報告の有無 

資料の有無 

2 参加状況 1)学科の大半が参加し、学科として

の点検がなされたか？ 

2)技術員、事務職員、非常勤講師の

参加は？ 

参加人数／全教員＆所用時間 

参加者・欠席者名簿 

3 授業点検 1)学科の教育目標／授業のカリキュ

ラムでの位置づけに照らした授業達

成度の点検がなされているか？ 

2)十分な授業科目数の点検がなされ

ているか？ 

3)学生の声や社会の要求を取り入れ

ているか？ 

点検科目数／全科目 

4 点検結果 点検は適切になされたか？ 

5 改善項目 改善事項は明らかにされたか？ 

6 教育改善活

動 

点検で明らかになった課題に対して

改善方策を探る活動がなされたか？ 

7 報告開示 報告書は、学科教員が閲覧できるよ

うになっているか？ 

別添資料２　教育改善委員会における学科教育点検報告の点検表
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IV—６　情報工学科

学習・教育目標と達成の基準

[A] 広い視野形成

[B] 技術者倫理

[C] 技術者の基礎力

[D] 専門基礎学力

[E1] 専門応用力

[E2] 分析・モデル化能力

[E3] 設計・実装能力

[F] 表現・発表能力

{G} 継続的学習能力

[H] 計画的遂行能力

開講科目と学習・教育目標との関連

[A] [B] [C] [D] [E1] [E2] [E3] [F] [G] [H]

分
類

履修
年次

開講区分 単位数
必修
選択
の別

広
い

視
野

形
成

技
術

者
倫

理

技
術

者
の

基
礎

力

専
門

基
礎

学
力

専
門

応
用

力

分
析

・
モ

デ
ル

化
能

力 設
計

・
実

装
能

力

表
現

・
発

表
能

力

継
続

的
学

習
能

力

計
画

的
遂

行
能

力

 外国語科目 1〜3 2 － ○ － ○ － － － － ○ － －

 情報処理概論 1 2 － － ○ ○ ◎ － － － ○ － －

 人文の分野で学科が推奨する科目 1〜3 2 － ○ － － － － － － － － －

社会の分野で学科が推奨する科目 1〜3 2 － ○ － － － － － － － － －

授業科目
学科の学習・教育目標との関連

コンピュータとネットワークは，情報社会を支える基幹技術であり，発展のめざましい分野です．本

学科では，こうした社会で活躍し貢献できる人材として「コンピュータとネットワークのことがわかるプ

ロ」の養成を目指しています．

自然科学・社会科学・人文科学・語学などの教養科目を学んで，教養や語学力を身につけます．

情報工学分野の専門科目の講義・演習・実験を通じて，知識と技術（数理的知識，コンピュータと

ネットワークの知識，プログラミング技術）を蓄積していきます．この過程で，「学ぶ力」，「考える

力」，「自分の考えを適切に表現する力およびコミュニケーション力」，「技術者としての倫理観」を

培っていきます．最後に，集大成として卒業論文をまとめ，謙虚な自信の糧とします．

　具体的には，次のような知識や能力を身に付けた技術者を育成します．

 1単位
 あたり，
◎：2p，
○：1p
で積算
ポイント
を算出

 (例)
 2単位
 科目の
◎は4p,
○は2p
となる.

達成基準
情報と社会の関わりを人文的・経済的・国際化などの視点で広く
捉える素養を身に付ける．
情報技術が個人・組織・社会に及ぼす効果や影響を理解し，技術
者の責任を理解・自覚する．
情報技術者に必要な基礎的能力として，数学（離散数学および確
率・統計を含む)，自然科学の基礎的知識を身に付ける．

教育目標

問題を分析・モデル化し情報技術の制約下で解決策を設計できる
能力を養う．
与えられた要求や制約の下で，システムやソフトウェアを設計，実
装し，評価できる能力を養う．

卒業までに
48p以上

卒業までに
18p以上

卒業までに
18p以上

コンピュータやアルゴリズム，基本ソフトウェア，ネットワークの動
作に関わる基本原理を理解し，運用する能力を身に付ける．
様々な情報システム構築に必要となる学問の基礎を理解し，それ
らを応用できる能力を身に付ける.

卒業までに
28p以上

卒業までに
8p以上

卒業までに
40p以上

卒業までに
100p以上

卒業までに
30p以上

卒業までに
24p以上

 科目名

卒業までに
18p以上

個別あるいは少人数グループの演習や実験を通してドキュメント
作成力を養い，発表やグループ討論によりコミュニケーション力を
養う．
情報化社会の変化を積極的に捉え，自律的に対応する意識を高
め，継続的に学習する能力を培う．
グループの共同作業となる演習や実験を通して行動力や協調性
を養い，計画的に遂行する能力を培う．

教育目標の説明
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[A] [B] [C] [D] [E1] [E2] [E3] [F] [G] [H]

分
類

履修
年次

開講区分 単位数
必修
選択
の別

広
い

視
野

形
成

技
術

者
倫

理

技
術

者
の

基
礎

力

専
門

基
礎

学
力

専
門

応
用

力

分
析

・
モ

デ
ル

化
能

力 設
計

・
実

装
能

力

表
現

・
発

表
能

力

継
続

的
学

習
能

力

計
画

的
遂

行
能

力

 プログラミング演習Ｉ 1 前学期 2 必修 － － － ◎ ○ － － ◎ ○ －

 プログラミング演習ＩＩ 1 後学期 2 必修 － － － ◎ ○ － － ◎ ○ －

 プログラミング演習ＩＩＩ 2 前学期 2 必修 － － － ◎ ○ － － ◎ ○ －

 プログラミング演習ＩＶ 2 後学期 2 必修 － － － ◎ ○ － － ◎ ○ －

 情報工学実験 2 後学期 2 必修 － － － － ◎ ○ － ◎ － ○

 離散数学I 2 前学期 2 必修 － － － ◎ － － － － － －

 離散数学II 2 前学期 2 必修 － － － ◎ － － － － － －

アルゴリズムとデータ構造Ｉ 2 前学期 2 必修 － － － ◎ － － － － － －

コンピュータアーキテクチャ 2 前学期 2 必修 － － － ◎ － － － － － －

オペレ－ティングシステム 2 後学期 2 必修 － － － ◎ － － － － － －

 デ－タベ－ス論 2 後学期 2 必修 － － － ◎ － － － － － －

ソフトウェア実現 2 後学期 2 必修 － － － ○ ○ ◎ ○ － － －

 プログラミング言語処理系 3 前学期 2 必修 － － － ◎ － － － － － －

ソフトウェア工学I 3 前学期 2 必修 － － － ◎ － ○ － － － －

 線形代数Ｉ 1 前学期 2 選択 － － ◎ － － － － － － －

 線形代数ＩＩ 1 後学期 2 選択 － － ◎ － － － － － － －

 確率・統計 1 後学期 2 選択 － － ◎ － － － － － － －

 応用数学ＩＩ 2 前学期 2 選択 － － ◎ － － － － － － －

 数学解析Ｉ 2 後学期 2 選択 － － ◎ － － － － － － －

 プログラミング基礎 1 前学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

コンピュータ基礎 1 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 情報工学演習Ｉ 2 前学期 2 選択 － － ◎ － － － － － ○ －

 論理回路 2 前学期 2 選択 － － ◎ － － － － － － －

 数理計画法 2 前学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 情報ネットワ－ク 2 前学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 情報工学演習ＩＩ 2 後学期 2 選択 － － ◎ － － － － － ○ －

 情報理論と符号理論 2 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

オ－トマトン論 2 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

アルゴリズムとデータ構造ＩＩ 2 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 数理論理学 2 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 数値解析 2 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 確率過程論 3 前学期 2 選択 － － ◎ － － － － － － －

 記号プログラミング 3 前学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

ヒューマンコンピュータ・インタラクション 3 前学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 情報セキュリティ 3 前学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

コンピュータグラフィクス 3 前学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

ソフトウェア開発演習Ｉ 3 前学期 2 選択 － － － － ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

 グラフ理論 3 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 知識工学 3 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

ソフトウェア工学II 3 後学期 2 選択 ○ ○ － ◎ － ○ － － － －

 並列分散プログラミング 3 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 通信方式 3 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 自然言語処理 3 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

 画像処理 3 後学期 2 選択 － － － ◎ － － － － － －

授業科目
学科の学習・教育目標との関連

 科目名

専
門
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Ⅳ－８ 知能システム工学科 

学習・教育到達目標 

平成１８年１月１６日 制定 

平成１８年６月１９日 一部改訂 

平成２５年９月１８日 一部改訂 

平成２５年１０月７日 一部改訂 

平成２５年１１月２５日 一部改訂 

平成２６年１２月１２日 一部改訂 

平成２７年６月２９日 一部改訂 

平成２７年１０月１９日 一部改訂 

私たちの生活を支えているほとんどの製品は，コンピュータとメカ技術の高度な融合の上に成

り立っています．現実世界の情報を取り込み，それを適切にモデル化しコンピュータで高速に評

価・学習し，その結果に基づいて現実世界の機器を巧みに操る．この「知的なメカシステム」と

でも呼ぶべき分野は，わが国が最も得意とする基盤的な産業分野であり，ロボット工学などの新

技術が次々に生まれる，高い将来性を持つ技術領域です．

知能システム工学科は，この融合分野の未来を担う，以下の能力を備えた人材の育成を目的と

しています．

(A) 技術者の果たすべき役割とそれに伴う責任を深く理解し，知的なメカシステム技術への社会

の要請とこの技術の将来展望について，多角的な視点から考えることができる技術者．

A-1 知的なメカシステム技術のあるべき姿について，人間的，経済的要請を含む様々な立場か

ら考察し判断できる．

水準：知的なメカシステムに関する製品や研究の事例，実社会や地球環境および政策に関する講

義を学び，知的なメカシステムをはじめとする工学に対する要望を理解できるようになる． 

A-2 技術者の仕事の社会的な意義と責任を自覚し，倫理的に正しい判断を下すことができる．

水準：技術者倫理を学んだり，卒業研究により研究開発が行われる背景や目的を学んだりするこ

とにより，責任ある技術者としての基本的な思考能力が身に付いている． 

(B) 工学を支える物理学と数学に関する基礎知識を身に付けた技術者．

B-1 力学を中心とする物理学に関する基礎知識を修得している．

水準：質点・剛体の力学といった物理学の基礎的な問題を，数学の知識を用いつつモデル化し，

解くことができる． 

B-2 数学に関する基礎知識を修得している．

水準：微分積分，線形代数，複素解析，微分方程式といった数学についての基礎的な問題を解く

ことができる． 

(C) メカトロニクス，デザインとマニュファクチャリング，コンピュータ工学，ヒューマンイン

ターフェイスの４つの基幹的な技術分野に関する基礎知識と，これらの融合により実現され

別添資料４　学習・教育目標とカリキュラム体系や授業科目の流れ（例：知能システム工学科Aコース）
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た知的なメカシステムの先端的な応用技術に関する専門知識を身に付けた技術者． 

C-1 メカトロニクスに関する基礎知識を修得している．

水準：機械要素の力学や電気・電子回路，制御，アクチュエータ，センサに関する科目から２科

目以上を学び，メカトロニクスの基礎を理解している． 

C-2 デザインとマニュファクチャリングに関する基礎知識を修得している．

水準：材料力学を必修するとともに，材料学，機械設計，加工，製図に関する科目から１科目以

上を学び，デザインとマニュファクチャリングの基礎を理解している． 

C-3 コンピュータ工学に関する基礎知識を修得している．

水準：コンピュータシステムⅠとプログラミング演習Ⅰを必修するとともに，必要に応じてコン

ピュータ数学，アルゴリズムとデータ構造，プログラミングに関する科目を学び，コンピ

ュータ工学の基礎を理解している． 

C-4 ヒューマンインターフェイスに関する基礎知識を修得している．

水準：システムのモデル化や数値計算法，幾何および知的情報処理に関する科目から２科目以上

を学び，ヒューマンインターフェイスの基礎を理解している． 

C-5 メカトロニクス，デザインとマニュファクチャリング，コンピュータ工学，ヒューマンイ

ンターフェイスの４分野の融合により実現された知的なメカシステムの先端的な応用技術

に関する専門知識と技術を修得している．

水準：コンピュータ支援の応力および熱流体解析や製造，マイコン制御やロボット，画像情報処

理や最適化，応用ネットワークや応用情報，複雑メカや微視的世界を支えるシステムとい

った，メカ的要素とコンピュータ的要素の融合による応用科目から５科目以上を学び，知

的なメカシステムの先端的な各種応用分野に対応するための基礎的な能力が身に付いてい

る． 

(D) 日本語による高度なコミュニケーション能力と英語による実際的なコミュニケーション能力

を備えた技術者．

D-1 論理的でわかりやすい日本語の文章を作成できる．

水準：日本語によって技術文書を論理的かつ明快に記述または口頭発表できる．

D-2 日本語で自分のアイデアやプロジェクトの成果などを効果的な形で発表し討議できる．

水準：調査内容や自らのアイデアについて，図表や数式等を併用しつつ論理的かつ明快・簡潔に

口頭発表できるとともに，主張内容について建設的な討論が行える． 

D-3 英語により実際的なコミュニケーション（読解・会話・作文）ができる．

水準：英語による文章読解や，簡単な日常会話と文章記述が行える．

(E) 優れた課題探求力と豊かな創造性を備え，総合的な視点から問題解決のための計画を立案し，

その実現のために挑戦し続ける技術者．

E-1 チームとして，問題解決に向けた目標を立て，修得した知識・技術や創造力を活用して実

現可能な解決策を作り，種々の制約の中で解決のための方法や手順を策定し，計画的に実行

できる．

水準：チームプロジェクト遂行のために，調査や議論を通じ制約のある中でその問題解決に向け

ての目標や計画を策定した上，各自が身につけた能力や創造力を活用して解決法を見出し

ながら計画的に各分担の課題を解決し，最終的に報告書などにまとめあげられる．
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日本技術者教育認定基準（JABEE）との関係について

知能システム工学科では，日本技術者教育認定基準（JABEE）の工学（融合複合・新領域）分野で認

証を受けています（A コース）．JABEE では，自立した技術者の育成を目的に，以下の９項目からな

る学習と教育の目標を定めています．

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，および技術者が社会に対して負っている責任に関する理解

（技術者倫理）

(c) 数学および自然科学に関する知識とそれらを応用する能力

(d) 該当する分野の科学技術に関する系統的知識とそれらを応用する能力

1.基礎工学の知識・能力(d-0)
①設計・システム系科目群：機械設計学，制御工学Ⅰ，システムのモデル化，設計製図

②情報・論理系科目群：コンピュータ数学，アルゴリズムとデータ構造

③材料・バイオ系科目群：機能材料学，知的情報処理Ⅱ

④力学系科目群：工業力学，材料力学，機械力学，現代物理学

⑤社会技術系科目群：知能システム入門，応用情報システム，教養・総合科目（社会人入門特別講

義）

2.専門工学の知識・能力(d-1～4)
(d-1) 学科が規定する専門工学の知識と能力

(d-2) いくつかの工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析

し，工学的に考察し，かつ説明・説得する能力

(d-3) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する

能力

(d-4)（工学）技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力 
(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

(f) 論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力，国際コミュニケーション基礎力

(g) 自主的，継続的に学習する能力

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

(i) チームで仕事をするための能力

JABEE の定める学習と教育の目標(a)～(i)と，本学科の学習・教育目標(A)～(E)の関係は以下のように

なっています（◎：主体的に含んでいるもの，○：付随的に含んでいるもの）．

JABEE 
 基準

学習・

教育到達目標

(a) (b) (c) 

(d) 

(e) (f) (g) (h) (i) 
(d-0) (d-1) (d-2) (d-3) (d-4) 

(A-1) ◎ ◯ 

(A-2) ◎ 

(B-1) ◎ ◯ ○ ○ 

(B-2) ◎ ○ ○ 

(C-1) ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

(C-2) ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

(C-3) ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

(C-4) ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

(C-5) ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

(D-1) ◎ 

(D-2) ◎ 

(D-3) ◎ 

(E-1) ◯ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
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１）理学専攻
理工学研究科博士前期課程理学専攻又は応用粒子線科学専攻を修了するためには、必修科目、選択

必修科目、選択科目を合わせて３０単位以上を修得し、かつ、修士論文又は研究成果報告書を提出し、
その審査及び最終試験に合格しなければなりません。
 なお、理学専攻各系及び応用粒子線科学専攻の修了に必要な単位数は、下表のとおりです。科目区分
ごとの開講科目等については、それぞれの課程表を確認してください。

科目区分 

系 

共通科目 

系科目 
選択科

目 
合計 

全学共通科

目 

専攻共通科

目 

選択必修 選択必修 必修 
選択必

修 

数学・情報数理系（各分野共通） 2 2 4 12 10 30 

物理系（各分野共通） 2 2 4 12 10 30 

化学系（各プログラム共通） 2 2 13 3 10 30 

生物系（ＡＳＭプログラム） 2 2 8 8 10 30 

生物系（ＰＳＭプログラム） 2 2 7 9 10 30 

地球環境系 2 2 12 4 10 30 

※全学共通科目は、幅広い学識と俯瞰的視野及び職業的素養などを涵養するための科目です。

※選択科目は、必要単位数を超えて修得した共通科目並びに自系又は自専攻の科目及び他系、他専攻、他研究科並

びに他大学院の授業科目の単位をもって充てることができます。なお、当該授業科目を履修する場合は、必ず指導

教員の承認を得た上で履修してください。

（出典：茨城大学大学院理工学研究科（水戸地区）履修要項）

２．工学系
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